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〜
世
界
に
認
め
ら
れ
た
綾
の
ま
ち
づ
く
り
〜

﹇
特
集
﹈

７
月
11
日
、「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
登
録
が
決
定
。

照
葉
樹
林
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
は
照
葉

樹
林
だ
け
で
な
く
、「
森
」
と
と
も
に
生
き
て
き
た
私
た
ち

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
森

を
守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
心
、
自
然
と
共
に
生
活
す
る

私
た
ち
の
心
、
す
な
わ
ち
「
照
葉
樹
林
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
み
ん
な
の
心
が
結
び
つ
い
た
証
で
あ
る
。
今
号
で

は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
決
定
を
機
に
、
森
と
共

に
生
き
る
私
た
ち
が
未
来
へ
と
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
結
い
の
心
」
を
考
え
て
み
る
。



　

７
月
11
日
（
日
本
時
間
）、
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
会

議
で
「
綾
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
」

の
登
録
が
正
式
に
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
内
で
、
屋
久
島
な
ど

が
登
録
さ
れ
た
１
９
８
０
年
以
来
、

32
年
ぶ
り
５
ヶ
所
目
で
、
地
方
自
治

体
か
ら
の
申
請
が
登
録
さ
れ
た
の
は

国
内
初
と
な
る
。

　

登
録
さ
れ
た
の
は
、
綾
町
全
域
と
、

小
林
市
、
西
都
市
、
国
富
町
、
西
米

良
村
の
一
部
に
ま
た
が
る
総
面
積
１

万
４
５
８
０
ha
の
照
葉
樹
林
で
あ
る
。

　

今
回
の
登
録
で
は
主
に
照
葉
樹
林

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
登
録

の
評
価
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
特

に
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
有
機
農
業
な
ど
、
自
然
と
共
生
す

る
綾
町
民
が
長
年
続
け
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
。

　

貴
重
な
生
物
圏
を
保
護
し
つ
つ
、

そ
の
教
育
研
究
へ
の
活
用
を
図
る
取

り
組
み
で
あ
る
M
A
B
（
人
間
と
生

物
圏
）
計
画
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

生
物
圏
保
存
地
域
（
日
本
で
の
通

称
「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」、
英
語

略
称
は
B
R
）
は
、Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
の
主

要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
当
初
は
自

然
保
護
区
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強

か
っ
た
が
、
１
９
９
５
年
厳
重
に
保

護
す
る
核
心
地
域
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
緩
衝
地
域
と
持
続
可
能
な
利
用
を

図
る
移
行
地
域
を
設
け
る
こ
と
が
登

録
要
件
の
一
つ
に
な
っ
た
。
世
界
自

然
遺
産
に
比
べ
て
、
利
用
と
保
全
の

調
和
を
図
る
取
り
組
み
を
推
奨
す
る

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

は、以前から国際照葉樹林サミットを開催す

るなど、すでに世界とつながりを持ってきま

した。BR登録は、BRの世界ネットワーク

（WNBR）、東アジアネットワーク（EABRN）などに加

盟することを意味します。また、EABRNでは毎年講習

会を開くなど、教育活動も盛んです。たとえば欧州の

BRを訪問調査し、逆に彼らを招くことも可能でしょ

う。すでに、イシュワラン氏やパーシック氏、韓国の

崔教授、洪教授など、多くのユネスコMAB関係者が綾

を訪れています。郷田實前町長の時代からの自然を守

る町づくりの取り組みを、世界の新たな手本として、

WNBRを通じて発信していくことができるでしょう。

　2012年7月11日パリ時刻11時過ぎ、日本のMAB計

画にとって大きな歴史が刻まれました。サレム議長が

厳かに木槌を下し、綾ユネスコエコパークの登録が決

議されました。綾BRがWNBRの一員になった瞬間でし

た。

　ユネスコエコパークは、調査研究やエコツーリズム

だけでなく、一次産業や工芸品の振興も重視していま

す。綾にある「綾町自然生態系農業合格証」のような

取り組みは、MAB計画では定期報告の際に高く評価さ

れます。日本では、多くの地域で生物多様性地域戦略

の策定に取り組んでいます。これも定期報告の充実に

つながるでしょう。

　綾に続いてユネスコエコパーク登録を目指して準備

を進める地域が国内にあります。既存の4地域でも見

直しの相談を始めたところです。綾の登録は、これら

の取り組みとっても大きな力になりました。今年4月

に、日本ユネスコエコパークネットワークを設立しま

した。専門家だけでなく、各地の行政、市民も参加し

ていただければ幸いです。

　それを可能にするのは、地域に住む有識者や長老、

学校の存在です。その地域を最もよく知る先生がいて

こそ、その地域の自然と文化を守ることができるので

す。今回、分厚い登録申請書を書きあげられたのも河

野耕三先生のおかげです。この場を借りて、綾ユネス

コエコパークの皆様にお祝を申し上げます。

3 aya style

綾方式まちづくりは
世界の手本となる

綾

「
綾
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
」

登
録
決
定
の
本
当
の
意
味

そ
も
そ
も

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
？

エコパークの機能図

松田 裕之

・横浜国立大学
・日本生態学会会長
・日本MAB計画委員長

Matsuda Hiroyuki

Interview

トランジッションゾーン

コアゾーン
バッファゾーン



　

１
９
６
６
年
、
綾
町
は
、
経
済

が
最
も
苦
し
い
時
で
過
疎
化
が
進

ん
で
い
た
。
そ
ん
な
時
「
照
葉
樹

林
伐
採
計
画
」が
持
ち
込
ま
れ
た
。

多
少
の
雇
用
も
見
込
ま
れ
、
町
も

少
し
は
潤
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

町
に
と
っ
て
は
吉
報
で
あ
り
賛
成

す
る
町
民
も
多
か
っ
た
。し
か
し
、

当
時
の
郷
田
實
町
長
は
、
残
り
少

な
い
最
後
の
森
林
資
源
を
パ
ル
プ

や
薪
炭
田
と
し
て
換
金
資
源
を
し

て
使
い
果
た
す
こ
と
に
大
き
な
疑

当時の様子について今回、郷田前町長のご家族に
お話しを伺った。
［郷田チサ夫人］当時の綾町は確かに貧しい時でした

が、人々が山を愛し立派に保存していたことは、素晴

らしいことでした。その山を突然伐採したいとの事態

に本当に悩んでいる主人の姿を今でも思い出します。

そして山を守ることを決意し、反対する多くの人々を

説得しました。また、消防団のみなさんに立木交換反

対運動などの協力をいただいたり、代議士への相談や、

農林大臣に直訴した結果、山はそのまま残ることにな

り現在まで残されました。そして今回エコパークに選

ばれたことは本当にありがたいことです。主人もどこ

かの空で喜んでいることと思います。

［郷田美紀子さん］半世紀にわたる自然や環境に配慮

した町の取り組みが評価されユネスコエコパークに認

定されたことを町民として誇りに思います。しかし、

ここに至るまでの道のりは決してたやすいことではあ

りませんでした。

　今から46年前、あの山を切るとの計画が持ち上がっ

た頃、綾は当時増えていた人口も半減、また、国、県

有林の山林労働の仕事も機械化が進み、馬車の代わり

にトラックが普及という状況に町民の働く場が少なく

なっていました。ですから山林を切るということは大

きな工場が一つ出来るようなもの。「自然林なんてめ

ずらしくもない。町民のことを考えず、誰のために山

を残すというのか」という反対の声に父の心は、「町の

財政は厳しい。山を切れば国から補助金が入り、働く

場も確保され商工業まで潤う。山を守っても一文も入

らない。しかし、山を一度切ってしまえば殺風景な裸

山になってしまう。将来きっと自然が求められる、照

葉樹林文化の本物のもの作りが必要になってくる。そ

ういう時代が来るはずだ。しかし私はとても苦しい。

果たして、町民の働く場所よりも山の大切さを主張し

てよいものか」と苦しい選択を迫られ悩んでいました。

　最終的に伐採中止に動き、その後、町は森と共存す

る道を選びましたが、後に「照葉樹林を切るとの計画

がなかったら照葉樹林についてこれほど、勉強しな

かっただろう。そして照葉樹林文化や工芸の里づくり、

自然や環境、有機農業についても別の対応になってい

たかもしれない。あの山を切ると言われ、命をかけて

森を守ると思ったことが、今日の綾につながったのだ

ろう」と語っていたのを思い出します。

　思えば綾の森は人々の強い意志で守られてきた貴重

な森、命を支え、育む森。そしてその森に抱かれなが

ら森にふさわしい生き方をすることがこれからの綾に

求められていることなのかもしれないと、父に手を合

わせながら、思いました。

4aya style

綾の森と暮らす人郷田實　前町長

左／チサ夫人、
右／美紀子さん

Interview

守
り
継
が
れ
た
先
人
た
ち
の
心

苦
渋
の
決
断

〜
山
を
残
す
か
雇
用
を
選
ぶ
か
〜



問
と
不
安
を
持
ち
、
伐
採
計
画
に

賛
成
す
る
町
民
や
関
係
者
へ
の
説

得
へ
動
い
た
。
大
き
な
反
対
を
受

け
た
が
、
森
と
自
然
の
大
切
さ
を

訴
え
、
国
へ
直
訴
。
計
画
は
白
紙

と
な
り
、
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
、

現
在
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
。

　

２
０
０
５
年
５
月
九
州
森
林
管

理
局
・
宮
崎
県
・
綾
町
・（
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
・
て
る
は
の

森
の
会
の
５
者
は
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
、
日
本
に
残
さ
れ
た
最
後

の
広
大
な
照
葉
樹
林
を
協
力
し
て

保
護
・
復
元
し
て
い
く
こ
と
を
約

束
。
そ
し
て
、
こ
の
５
者
が
一
つ

に
な
り
、
計
画
の
策
定
を
行
い
、

「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
連
携
会

議
や
間
伐
作
業
会
な
ど
が
繰
り
返

し
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

ま
た
、「
て
る

は
の
森
の
会
」

を
中
心
と
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
、
事

務
局
と
な
り
、

イ
ベ
ン
ト
や
国

際
照
葉
樹
林
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
。

そ
の
結
果
、
綾

町
民
だ
け
で
な

く
、
県
内
外
、

海
外
ま
で
に「
綾

の
照
葉
樹
林
の

大
切
さ
」
が
伝

え
ら
れ
た
。
こ

う
い
っ
た
町
内

外
多
く
の
人
の

「
綾
の
森
を
未
来

へ
残
そ
う
」
と
い
う
思
い
も
こ
れ

ま
で
綾
の
森
が
守
ら
れ
た
こ
と
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

5 aya style

「綾ユネスコエコパーク」に登録されるまで

国際照葉樹林サミットin綾

げんだぼの森の植樹祭の様子

森
を
未
来
へ
残
す
た
め
に

〜
森
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
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町制を施行

綾町の自然を守る条例の制定

照葉樹林地帯が九州中央山地国定公園に指定

綾の照葉大吊橋竣工

綾照葉樹林文化館竣工

第1回綾ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「照葉樹林文化を考える」開催

「照葉樹林都市・綾」を宣言

自然生態系農業の推進に関する条例の制定

有機農業開発センター　開設

第1回全国水の郷サミット開催

綾の照葉樹林プロジェクト正式に調印

森林セラピー基地グランドオープン

ユネスコ関係者が来町。高い評価を受ける。

綾ユネスコエコパーク登録に関する国内推薦決定

綾の照葉大吊橋リニューアルオープン

綾の照葉樹林プロジェクト（以下綾プロ）連絡調整

会議に、日本ＭＡＢ計画委員会副委員長が来町。

町民に対し「綾の照葉樹林プロジェクト事業説明会」

でユネスコエコパークの紹介をする。

国際照葉樹林サミット in 綾開催。ＭＡＢ計画委員会

委員長他関係者が参加。

ユネスコ本部の会議で「綾ユネスコエコパーク」

正式に登録決定

第12回綾プロ連携会議において地域づくりワーキ

ンググループが提言を行う。綾町がユネスコエコパ

ークへ登録を目指す考えを表明。

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］



　

世
界
か
ら
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の

綾
町
に
導
い
た
原
動
力
は
何
で

あ
っ
た
の
か
と
考
え
た
時
、
町
民

の
一
人
一
人
の
努
力
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た

の
は
、
や
は
り
「
自
治
公
民
館
活

動
」
で
あ
る
。
昭
和
40
年
４
月
、

公
民
館
が
そ
れ
ま
で
の
区
長
制
か

ら
自
治
公
民
館
制
に
変
革
し
た
こ

と
に
よ
り
、
町
内
22
の
自
治
公
民

館
が
主
体
性
を
発
揮
し
て
、
そ
の

地
域
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行

う
「
自
治
公
民
館
活
動
」
が
は
じ

ま
っ
た
。
こ
の
活
動
は
行
政
と
地

域
が
連
携
す
る
場
を
毎
月
提
供
し

て
い
る
自
治
公
民
館
長
会
定
例
会

を
は
じ
め
、
子
ど
も
か
ら
高
年
者

ま
で
町
民
全
員
参
加
型
の
町
づ
く

り
を
可
能
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に

「
自
治
の
心
」「
結
い
の
心
」
を
育

6aya style

河川一斉清掃

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

登
録
へ
の
カ
ギ
と
な
っ
た

「心」寄り添うまちづくり

花いっぱい運動

先人たちから受け継いだ照葉樹林。自治公民館では、さまざ
まな活動で、地域の人たちが森と共に生きる心を育んでいる。

日髙正光さん
自治公民館連絡協議会会長

町では、「河川一斉清掃」「花いっぱい運動（季

節による花の植栽）」や秋の「自治公民館手

づくり文化祭」、「地区の祭り」など、自治公

民館の産業部などが中心となって高年者や婦人部、壮

年会、子ども会と年間を通して、幅広い世代の「心」

が通う、楽しい活動に取り組んでいます。このような、

各自治公民館での一人ひとりが取り組んだ行事や活動

が、今日までの評価や、今回のユネスコエコパーク登

録に大きく貢献しているものと思います。

こうした自治公民館活動はユネスコエコパークでは移

行地域（人が生活し生産活動を行う地域）の土地の利

用方法にあたるとされ、この地域では農業や居住、そ

のほかさまざまな利用が許されています。

今後は、移行地域の利活用方法など、館長会などで学

習し人間と自然が共生し調和の取れた地域社会を、自

治公民館活動と連携しながら取り組んでいきたいと思

います。

「心」が通う
自治公民館活動を
目指して

Interview

綾 私が子どもの頃、子ども会で経験したお
祭りや七夕イベントなどは本当に楽しい
思い出でしたが、東京ではすでに子ども
会などは無くなってきています。綾に来
て、自分の子どもにそういった経験をさ
せ世代間の交流を体験させてあげられる
ことは本当にうれしいです。また綾の公
民館活動は人と人がつながり、いたわり
合う精神が残されていると思います。

小田瀧 繍香さん
東中坪地区

（東京より移住）



て
る
全
国
で
も
珍
し
い
活
動
で
あ

る
。

　
「
河
川
一
斉
運
動
」「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」「
自
治
公
民
館
手
づ
く

り
文
化
祭
」「
町
民
体
育
大
会
」

な
ど
な
ど
、
こ
れ
ま
で
町
民
一
人

一
人
が
参
加
し
て
き
た
こ
の
活
動

は
今
回
の
登
録
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
世
界
か
ら
も
住

民
参
加
型
の
モ
デ
ル
的
な
ま
ち
と

し
て
評
価
さ
れ
た
の
だ
。
先
日
来

町
し
た
国
際
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
も
、
こ
の
取

り
組
み
に
深
く
感
銘
を
受
け
て
い

た
。
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
さ

せ
る
こ
と
が
「
エ
コ
パ
ー
ク
綾
」

を
未
来
へ
継
承
す
る
の
に
不
可
欠

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7 aya style

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］

綾町の有機農業

雛山 綾競馬

森に寄り添ってきた
私たちの生活「綾スタイル」に
誇りを持って

上野　登

照葉樹林ネットワーク代表
てるはの森の会代表

Noboru Ueno

故、綾町がエコパークに選ばれたのか。これ

を考えるとき、大きくは二つの流れがありま

した。まずは、郷田實前町長が誕生し、

1985年に「照葉樹林都市・綾」の宣言。その後、照

葉樹林の保護、保存を図り、現在まで復元事業が続け

られていることです。

　そして、自然を守りながら生かした前町長のまちづ

くりを継承し、今日まで「自然と調和した豊かで活力

に満ちた教育文化都市」づくりをスローガンに「産業

観光のまち」づくりを推進してきていることです。そ

の柱は、①照葉樹林都市、②自然生態系農業の町、③手

づくり工芸の里、④農村と都市との交流共生のまち⑤

教育スポーツ合宿交流の里といった、まちづくりです。

　綾町では全国的にも珍しくこの二つの流れがぴった

りと寄り添っているのです。原生的森林は奥山の奥に

あるのが普通ですが、綾町はこの国内最大の照葉樹林

を町部からも眺められる「里山」といってよい場所に

あります。この復元プロジェクト地域を核心地域とし、

その周囲に教育、研修、エコツーリズム等に利用する

緩衝地域を設定、町民の生産と居住地域を移行地域に

設定し、この３地域の総合的な保存、保全を図ってお

り、まさにエコパーク構想図どおりのまちづくりを推

進しているのです。将来、産業、観光のまちに加え

「ユネスコエコパーク」としてのブランド商品を作り、

全国いや世界に綾ブランドを発信していくことが求め

られます。たとえば名水百選の水で作った、「木挽」の

ような例がたくさん産まれてほしい。北九州の生協が

推薦した「綾の豚」は輝きを取り戻してほしい。エコ

パークはそうした町民の新しい活動と生物圏の保全、

共生の姿のとしての綾を求めているのです。

Interview

何



　

今
回
の
登
録
は
、
綾
町
の
先
進

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
国
際
的
に
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
「
次

な
る
綾
ら
し
い
取
り
組
み
」
が
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
、

今
後
必
要
と
な
る
の
か
簡
単
に
説

明
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
生
活
経
済
面
で
す
。

M
A
B
計
画
の
趣
旨
で
あ
る
「
自

然
と
の
共
生
」
実
現
の
た
め
の
考

え
方
や
方
法
を
、
も
っ
と
身
近
に

具
体
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
で
す
。
現
在
、
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は

「
収
奪
・
破
壊
的
利
用
か
ら
保
全
・

再
生
・
循
環
的
利
用
へ
の
シ
フ
ト

変
換
」
の
促
進
と
実
践
で
す
。
綾

町
の
場
合
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て

は
「
自
然
生
態
系
農
業
」
の
ほ
か

多
く
の
先
行
的
実
践
が
既
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
生
活
環
境
面
の

取
り
組
み
は
地
域
婦
人
会
の
「
綾

町
水
を
守
る
会
」
の
活
動
は
あ
る

も
の
の
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

「
綾
町
の
自
然
を
守
る
条
例
」
や

「
綾
町
照
葉
の
里
景
観
条
例
」
な

ど
も
、
遵
守
や

活
用
・
利
用
の

面
で
は
あ
ま
り

生
か
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
相
応
し
い

「
総
合
的
な
地

域
環
境
づ
く
り

や
町
並
み
景
観
づ
く
り
」
の
動
き

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
、

こ
う
し
た
動
き
を
活
発
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
組
織
体
制
面
で
す
。
川
上

の
原
生
的
な
自
然
や
川
下
で
の
町

民
の
生
活
経
済
・
生
活
環
境
の
価

値
を
確
実
に
保
全
管
理
し
て
い
く

た
め
の
管
理
運
営
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
「
責
任
転
嫁
の

要
求
で
は
な
く
、
住
民
の
意
志
と

行
動
に
基
づ
く
総
合
的
・
横
断
的
・

順
応
的
対
応
で
の
連
携
・
協
働
ス

タ
イ
ル
に
よ
る
組
織
づ
く
り
」
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

増
え
、
日
常
生
活
で
の
負
担
が
増

す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、日
本
の
、

ア
ジ
ア
の
そ
し
て
世
界
の
綾
に
な

る
に
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

役
場
や
町
民
の
「
一
踏
ん
張
り
」

が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

綾
町
の
場
合
「
自
治
公
民
館
制

度
」や「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
分
野

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
全
域
と
な
る
と
、
役

場
を
中
心
に
、
土
地
の
管
理
者
や

地
域
住
民
、
各
産
業
従
事
者
、
大

学
の
研
究
者
や
学
識
経
験
者
、
教

育
機
関
な
ど
、
当
該
地
域
に
関
わ

る
幅
広
い
参
加
者
が
論
議
す
る
組

織
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
幸

い
な
こ
と
に
、
今
回
の
登
録
に
よ

り
、
外
部
と
の
連
携
な
ど
、
組
織

作
り
の
環
境
は
徐
々
に
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
有
効

利
用
は
「
綾
町
憲
章
の
体
現
」
に

つ
な
が
り
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
協
力
無
く
し
て
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
「
連

携
・
協
働
の
絆
」
で
、
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
未
来
へ
残
す
「
エ

コ
パ
ー
ク
綾
」
に
必
要
な
こ
と
で

す
。

6aya style

未
来
へ
残
す
エ
コ
パ
ー
ク
綾

「
エ
コ
パ
ー
ク
綾
」
を
継
承
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と

河野　耕三

綾町照葉樹林文化推進専門監

写真右／高年者と園児の農業体験
左上／「水を守る会」による環境学習
左下／町民が集う「町民体育大会」

kozo Kawano

森
と
と
も
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
が
評
価
さ
れ
た
今
回
の
エ
コ
パ
ー
ク

認
定
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
照
葉
樹
林
文
化
推

進
専
門
監
の
河
野
さ
ん
に
話
を
聴
い
た
。



　

今
回
の｢
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク｣

の
登
録
は
、
森
を
守
り
、
私

た
ち
に
そ
の
森
を
残
し
た
先
人
た

ち
の
心
、
綾
の
自
然
に
見
入
ら
れ

先
進
的
な
有
機
農
業
に
取
り
組
ん

だ
人
た
ち
や
名
品
を
作
り
続
け
た

工
芸
家
た
ち
の
心
、
そ
し
て
、
森

と
と
も
に
生
活
す
る
私
た
ち
の

心
、
そ
れ
ら
す
べ
て
綾
町
に
あ
ふ

れ
る
希
望
の
心
が
結
ば
れ
た
結
果

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
続
け
て
き
た
「
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
や

分
別
」「
花
植
え
」「
植
樹
」
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
自
治
公
民
館
活

動
も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
世
界
に

誇
れ
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
と
い

う
証
だ
。

　

私
た
ち
は
こ
の｢

結
い
の
心｣

に

誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
引

き
継
い
で
い

く
こ
と
こ
そ
、

｢

綾
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク｣
を
守
り
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
結
い
の
心
」を
後
世
に

結いの心
～世界に認められた綾のまちづくり～

［特集］

綾町長

前田 穰

　ユネスコ エコパーク登

録が決定し、たいへん光

栄に思っています。登録

されましたのは、これま

で町全体で取り組んでき

た「自然と共に生きるま

ちづくり」が評価された

ものだと思います。

具体的には照葉樹林の保

全・自然生態系農業・手づくりの里、産業観光・

自治公民館制度などです。今後も町全体で継続

して取り組んでいきましょう。

　また、申請から決定に至るまで、ユネスコ、文

部科学省、環境省、ＭＡＢ委員会、九州森林管理

局、宮崎県、公益財団法人日本自然保護協会、て

るはの森の会と、関係市町村の皆さんのご協力

に感謝します。

　特に今年は、綾町にとって「町制施行８０周年」

の年でもあります。この記念すべき年にいただき

ましたユネスコ エコパークの登録をさらなるス

テップアップへの励みとして、宮崎県の森から日

本の森、世界の森として発信することへの意義

をしっかり据えて次世代に自信と誇りを持って

引き継いでいかなければなりません。今後も自

然と共生のまちづくりを力強く展開し、持続可能

な地域社会を建設し、素晴らしい照葉樹林文化

を創造していきたいと思いますので、町民の皆

さんのさらなるご指導、ご支援をお願いいたし

ます。

綾町議会議長

大隈　寛

　綾町は約半世紀にわた

り有機農業などと連携し

たまちづくりを通じ、自

然と人間との共存に配慮

した、地域振興策などを

行ってきました。今回そ

の取り組が評価され、ユ

ネスコエコパークの登録

決定を受けることになり

ました。

　そういった中で、昨年、新しくリニューアルさ

れた照葉大吊橋は多くの観光客で賑わっており、

今後、産業観光と自然のバランスを考えた準備

を怠ることなく整備していくことが大切であると

考えます。　そして、綾町総合長期計画の目指

すべき大きな柱として掲げられている「自然と共

に生き、人と共に生きるまち、綾」のまちづくり

を議会としても、なお一層町民と一体となって取

り組んでいきたいと思います。

　最後に、今回のユネスコエコパーク登録申請

にご協力いただきました関係者の皆さんに、心よ

りお礼を申し上げます

9 aya style

自然と共生の
まちづくりを後世に


